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■ 百貨店事業

○ 全店の概況

・ 3年ぶりに行動規制のない年末年始となり、初売りから3連休およびその後も来店客数は堅調に推移し、それに
伴い売上高は前年実績を大幅に上回った。今月も、都心店が売上高合計で前年比127％と好調だった。

・ 阪神梅田本店は、前年に建て替えｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝに向けた工事の影響で4日間臨時休業した反動もあり、売上高
が前年比約7割増と高伸した。

・ 売上高の2019年1月対比は98％、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを除く国内売上高対比は97％だった。阪急本店は2019年対比102％
（同国内売上高対比102％）、阪神梅田本店は113％（同114％）といずれもｺﾛﾅ前水準を上回った。免税売上高
は、引き続き韓国・香港・台湾からのお客様のお買上げが好調に推移し、2019年1月対比で実績を上回った。

○ 阪急本店の概況

・ 1月として過去最高の売上高を達成。

・ 2日の初売りは、開店前に多くのお客様が並ばれたため、予定より30分早めて開店した。ご年配の方も含め、

家族連れや遠方の方など幅広いお客様にご来店いただき、前年以上に新年らしい賑わいが見られた。

・ ほぼ全ｶﾃｺﾞﾘｰで売上高前年比2ｹﾀ増と好調な結果。冬のｸﾘｱﾗﾝｽが2日から一斉ｽﾀｰﾄしたが、ｾｰﾙの勢いは

年々限定的な傾向に。一方、婦人・紳士ﾌｧｯｼｮﾝは定価商材の売上高が伸長しており、価格に関わらず鮮度の

ある商品をお求めになる消費ｽﾀｲﾙが顕著。

・ 13日から地下1階、20日からは9階などの特設会場を加え、約300ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ・約3,000種類の規模感で全館ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ

商戦がｽﾀｰﾄ。前年ｺﾛﾅ対策で販売を控えた人気のｿﾌﾄｸﾘｰﾑが2年ぶりに再開したこともあり好調な滑り出し。

※過去1年間の売上高推移

■ 食品事業
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※2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おりますが、月次の売上速報および営業概況につきましては、

当該基準等適用前の取扱高で開示しております。

ておりますが、
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